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２．対象・目的・内容
西脇市民生委員児童委員連合会が、地域福祉の増進のために行う活動に係る経費に対し補助金を

年

交付する。

事 業 概 要

西脇市民生委員児童委員連合会（西脇・黒田庄民生児童委員協議会）
事業の対象 委員数は９２名（内訳　民生委員児童委員数西脇70名、黒田庄17名、主任児童委員数西脇３名、黒田庄２名）

（誰・何

度

を）

複雑・多様化する児童問題をはじめとする地域福祉の諸問題を解決するため、民生・児童委員活動費を助成するこ
事業の目的 とより、地域が主体となった相互の見守りが活発に行われる安心のネットワークを構築する。

　

（どういう状態

にするために)

・民生委員・児童委員の活動に要する経費
事業の内容 ・会議及び研修会等の開催に要する経費

（どういう内容 ・調査研究の実施に要する経費
を行うのか) ・その他地域福

１

祉の増進のために行う

当

．

活動に要する経費
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平成 算

２ ポイント 直接のサービスの相手方 2 受益者負担の適切さ 5 市民ニーズの把握 3
事 業 の 継続実施

次 総合評価
民生・児童委員の活動は、地域福祉の増進に欠かせないものであり、今後その役割は、ますます大きくなるものと

評

事

考えられる。そのため、事業としては継続実施すべきであると考える。しかしながら、民生・児童委員への負担感

説 明 の増大や人材の不足等により、将来の成り手が不足するとの懸念があるため、組織、定員、役割等につい

業

て研究を

価 進められたい。

の概要説明

５．事業の実績・目

書
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成 果

年 度 平成

年

24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
指 標 目 標 値 550 550 550 550

実 績 値 572 584
① 経 費 （ 千 円 ） 3,746 3,726

単位当たりのコスト 6.55 6.38

指 標 名 延べ活動回数 単　位 回

説 明 や 数

度

式 相談を受けた回数
成 果

年 度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
指 標 目 標 値 3,000 3,000 3,000 3,000

実 績 値 3,042 3,624
② 経 費 （ 千 円 ） 6,678 6,640

単位当たりの

　

コスト 2.2 1.83
各部会での研修会の他、民生児童協力委員も含めた全体の研修会や、地域の小中学校との連携を強化するための意

実績・成果 見交換会なども実施している。
委員は積極的にこれらの研修会に参加してお

当

り、地域福祉の増進に一定の効果を上げていると考える。
等 の 説 明

６．評価
評 価 事業の優先度(緊急性) 4 事業の必要性 4 実施主体の妥当性 5

１ ポイント 直接のサービスの相手方 2 受益者負担の適切さ 5 市民ニーズの把握 3

初

事 業 の 継続実施
次 総合評価

西脇・黒田庄それぞれの民生児童委員協議会が併存しているが、総会及び会計収支は一本化を果たしており、所属

評 する協議会に関係なく全体での情報共有も進んでいる。各地区ごとに行われてい

予

る定例協議会は地区の特性を活か

説 明 し、連携を強化するという意味で必要不可欠であると考えるが、更なる事務の効率化、事務経費削減が課題である

価 。

評 価 事業の優先度(緊急性) 4 事業の必要性 4 実施主体の妥当性 4


